
(単位：円)

前期末残高 当期末残高

180,540 158,727

18,877,997 11,992,840

0 50,000

0 3,337,935

1,365,340 0

20,423,877 15,539,502

200,161 720,000

13,466,000 13,598,000

61,502 55,236

10,300 0

13,737,963 14,373,236

6,685,914 1,166,266
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次期繰越収支差額

未収入金

前払金

国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ立替金

合      計

未払金

前受金

国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ仮受金

合      計

科　　　  目

現金

普通預金

預り金

を含めている。なお、前期末及び当期末残高は、下表２に記載するとおりである。

２．次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

収支計算書に対する注記

１.資金の範囲

資金の範囲には、現金・預金の他、未収金、未払金、前払金、前受金、立替金、預り金等、短期金銭債権債務
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敷金 3,163,800 0 3,163,800

合      計 13,202,241 0 13,202,241

基財‐定期預金 10,000,000 0 10,000,000
電話加入権 38,441 0 38,441

５．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高(直接法により減価償却を行っている場合)

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。
(単位：円)

科　　　  目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

(70,457,794)

合      計 80,457,794 (0) (10,000,000) (70,457,794)

小      計 70,457,794 (0) (0)

(8,055,588)
ﾌﾙｰﾄﾞﾊﾟﾜｰｼｽﾃﾑ技術基金 5,035,127 (0) (0) (5,035,127)

出版事業基金預金 8,055,588 (0) (0)

(22,815,721)
産学共同研究基金預金 9,853,980 (0) (0) (9,853,980)

国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ運営基金預金 22,815,721 (0) (0)

(8,052,283)
国際交流事業基金預金 8,043,940 (0) (0) (8,043,940)

情報ｾﾝﾀｰ運営基金預金 8,052,283 (0) (0)

(5,663,735)
国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ引当預金 2,937,420 (0) (0) (2,937,420)

負債･退職給付引当資産 5,663,735 (0) (0)

特定資産

小      計 10,000,000 (0) (10,000,000)

基財‐定期預金 10,000,000 (0) (10,000,000)

基本財産

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
(単位：円)

科　　　  目 当期末残高
(うち指定正味財

産からの充当額)

(うち一般正味財

産からの充当額)

(うち負債に

対応する額)

70,457,794

合      計 81,289,237 14,040,367 14,871,810 80,457,794

小      計 71,289,237 14,040,367 14,871,810

8,027,465 28,123 0 8,055,588

5,017,518 17,609 0 5,035,127

22,736,051 79,670 0 22,815,721

9,831,457 22,523 0 9,853,980

8,024,151 28,132 0 8,052,283

8,015,809 28,131 0 8,043,940

出版事業基金預金

ﾌﾙｰﾄﾞﾊﾟﾜｰｼｽﾃﾑ技術基金

4,647,454 1,016,281負債･退職給付引当資産

国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ引当預金

情報ｾﾝﾀｰ運営基金預金

国際交流事業基金預金

国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ運営基金預金

産学共同研究基金預金

0 5,663,735

4,989,332 12,819,898 14,871,810 2,937,420

10,000,000

特定資産

小      計 10,000,000 0 0

10,000,000

基本財産

基財‐定期預金 10,000,000 0 0

当期増加額 当期減少額 当期末残高

　　　当期においては原価償却財産はないが、取得した場合は定額法による

(3)  引当金の計上基準

　　　退職給与引当金は、期末退職給与の要支給額を勘案して、庶務委員会で決定した金額である。

４.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

２.会計方針の変更

特になし

３.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円)

科　　　  目 前期末残高

　　　有価証券の評価基準は原価基準、評価方法は総平均による。

(2)  固定資産の減価償却の方法

財務諸表に対する注記

１.重要な会計方針

(1)  有価証券の評価基準及び評価方法


